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『ニコラス・ニクルビィ」の挿絵

篠三知雄

1

英国ヴィクトリア朝作家，チャールズ・デイケンズは，後に『ボズの素描集』として纒

めた小品集の第1作「ポプラ通りの晩餐会」（「ミンズ氏と彼のいとこ」と改題）を『マン

スリイ・マガジン』の1833年12月号に掲載して，2年3ケ月後に初めての本格小説『ピク

ウィック・クラブ遺文集』を月刊分冊で発表し始めた。しかし，その後，間もなく，共同

作業者である挿絵画家のR・シーモーが心労のため自殺するという一大危機に直面した。

これは新人作家としては死活問題であった。これをデイケンズは多少の曲折を経た後，見

事に乗り切った。そして,H.K.ブラウンとの共同作業『ピクウイック遺文集』は第4分冊

以後人気は急上昇し，大成功であった。デイケンズは一躍人気作家となった。以後，ブラ

ウンは23年間，15の主な小説のうち10の作品に挿絵を描いて，デイケンズの成功に大きく

貢献した。『ピクウイック遺文集』の後半と並行して出版され始めた『オリヴァー・トウイ

スト』は出版社の都合で,G・クルークシャンクが担当したものの，『ニコラス･ニクルビイ』

の挿絵は当然ブラウンが担当した。

ブラウンは若いな力ざら豊かな才能と確かな技を持った銅版画家であったが,『ピクウイッ

ク遺文集』においては，中途からの交代であり，不慣れであって，月刊分冊の銅版画とそ

の後の複製版では構図にかなりの違いが生じた。例えば，第10図の「馬車の転覆」では，

分冊の絵でもピクウイック氏らの困難は察せられるが，複製版においてピクウイック氏の

眼鏡力§ずり落ちそうになり，馬はまだ興奮気味に足をばたつかせ，逃亡者たちに向けられ

たウォードル氏の拳はより高く挙げる，といった活気のあるものに変っている。第11図｢サ

ム・ウェラー君登場」でも，分冊において，サムたちと背後の人物との間に荷物の上に寝

そべった男がいるが，背後の人物より小さく，不自然であった。それが別版では削除され，

中庭に鶏を数羽配置し，変化を持たせている。第12図「ピクウイック氏の腕の中で気を失

うバーデル夫人」も，夫人の倒れる姿勢と心配してピクウィック氏を蹴とばす男の子の構

図にも分冊と別版では違いがある。第13図「イータンスウイルの選挙風景」の中央の市長

の姿勢やその周囲で騒ぐ運動員たちの様子にかなりの違いがあり，第14図｢レオ･ハンター
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夫人の｢仮装昼食会｣，第15図｢女子寄宿学校での突発事件｣，第16図｢留置場内のピクウイッ

ク氏」においても，こうした傾向は続くが，後半になるとその差違の振幅は少なくなり，

線や陰影などの微細なものとなる。

『ニコラス・ニクルビィ」はそれに続くもので，その成果は関心をひく。幸い，下記の

版を参照できたので，それぞれを比較したい。

CharlesDickens,IVICHOLASIWCKZEBY,Reproducedinfacsimilefromtheorigi-

nalmonthlypartsofl838～9withanessayby"/c"g/S〃"γintwovolumes

(London:ScolarPress,1982)(A)

CharlesDickens,IVICHOLASNICKZ,EBY(London:ChapmanandHall,1839)(B)

J.A.Hammerton,T"D九"g"s門c〃〃-Bり0"(London:TheEducationalBookCo.

Ltd.,1910)(C)

CharlesDickens,IVICHOLASIVICKZEBY(London:ChapmanandHall)(注：本書

には出版年月は記されていないが，同版の『ボズの素描集』には1872の年号力:記され

ている｡)(D)

以上をそれぞれ,A,B,C,Dと便宜上して，検討したい。

2

『ニコラス･ニクルビイ』のブラウンによる挿絵の総数は,F.キトンによると63枚'),T.

ハツトンによると88枚2)。ただし，ハットンは表の解説で39の主題のうち，2枚版が23，3

枚版が14としているので3)，1枚版は2となり，合計90枚となる。実際の表は1枚版4，2

枚版21，3枚版14で，合計88枚である。筆者が，前記A,B,C,D版を比較した結果を

ハットンの表によって修正したものだと106枚となる。2枚版13，3枚版24，4枚版2，計

106．ヨハンセンによると,3枚版18,4枚版14,1枚版7,合計117枚という4)｡4枚版が

多いのは，より綿密な研究の成果として納得できるが，1枚版の7はハットンの表でさえ

4であり，筆者の検討では第33図「ケンウイッグズ嬢床屋で大騒ぎ」だけであり，これも

ハットンによると3枚版になっていて，結局1枚版は0となり，ヨハンセンの研究も完全

ではない。

合本初版の口絵はDマクリースによる若きデイケンズの最も端整で,作者自身も気に入

りの肖像の部分的銅版画である。この肖像は晩年の住居ギヤ､ソヒル館の食堂に飾られてい

た。これは月刊分冊では第20巻の巻頭に載せられた。

第1図「ラルフ･ニクルビイ氏の落ちぶれた縁者への初訪問｣。破産し，主人に亡〈なら
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れたニクルビイ母子が，裕福な義弟ラルフを頼って上京し，滞在中の下宿にラルフが訪ね

て行く。本文にはないが暖炉の前でニコラスは叔父の帽子を受けとり，預かろうとしてい

る。喪服のニクルビイ夫人はやっとの思いで椅子から立ち上って挨拶し，娘のケイトは母

を支えている。暖炉の上部の壁には大鏡があり，その上には孔雀の羽根が数本立ててある。

これは本文になく，ブラウンはG.クルークシャンク同様，虚栄と不幸を暗示する小道具

に使っている。キトンはラルフの帽子が小さ過ぎると指摘している5)｡ハットンの表では1

枚となっている力訂，分冊(A)と70年代版(D)では大鏡に反対側の窓枠らしきものが映っ

ている。初版合本(B)と絵本(C)のは淡く映り，炉棚には小さな筆立てのようなもの

に鉛筆が3本立ててある。従って，2枚あるが，全体の構図には大差ない。なお，ブラウ

ンは『ニクルビイ』から，それまで使っていない，点線用ローラーを壁面，床の模様や陰

影に使用し，線のみによる重苦しさを脱し，明るさ，軽快さを持たせている。

第2図｢サラセン人の首亭でのヨーク冊の学校長｣。悪徳校長がロンドン滞在中の定宿の

暖炉の前で，校長のスクウイアズが羽根ペンの先を調べているところへ，1人の男が2人

の義理の息子を厄介払いに入学させるため連れて，今来たところである。校長の眼が片方

であるのが挿絵では不明瞭である。また，本文には羽根ペンのことは書かれていない。窓

側の仕切り席にはその上に荷物を載せ，その上にちょこんと坐った，同じく不安そうな男

の子が描かれている。その子の膝に掛けた衣類に‘PITY/LORD'（？）と書かれている。暖

炉の上に大鏡，炉棚に数本の羽根ペンを入れた筆立て,$PEDLAR'の字と絵の描かれたパ

ンフレットか，広告の類が鏡に立てかけてある。他にメモが数枚はさんである。ロンドン

の中心部で，安宿なので商売人の出入りも多いらしい。このあたりはブラウンの考えであ

る。A,Dは同じだが,BとCは時計の横に献立表らしき張紙があり，時計の針は本文では

3時半過ぎだが3時5分前を指している。ハットンの表は1．

第3図｢ニコラス，ヨーク舟へ出発｣。馬車発着場で，ヨーク行きの馬車の支度で，各人

がそれぞれ忙がしい。ホテルの2人の女中は2階から下の駆者と話をしていて，仕事はお

ろそかになり，近くで女中頭は怒鳴っている。これらは本文になく，ブラウンの観察から

生まれたものであろう。すでに新入生とニコラスは安価な屋根席に乗り，ニクルビィ母娘

は別れを惜しみ，ニューマンは親切にも主人のラルフに知られぬように手紙を手渡してい

る。近くでラルフと校長は立話をしている。背景の建物の壁にはdFASTTRAIN,

REDUCEDFARES'とか,$SPITFIRE'という名の高速馬車の絵のある張紙広告がある。

AとBは同じで,CとDは同じだが，両者の構図は差がない。ハットンの表には2枚の記

述。

第4図「ヨークの5人姉妹｣。ヨーク寺院の「5人姉妹」と呼ばれているステンドグラス

から生まれた物語が，馬車が事故で足止めされた時の気晴らしに，ある同乗の紳士によっ

て語られた。時の流れとともに悲しい運命が巡ってくるとも知らずに美しい5人姉妹が寺
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A,C違うので3枚でハットンの表では2．

第20図｢ニコラス，コーヒー店で妹の名を耳にする｣。ロンドンに帰着し，コーヒー店で

一息ついているところで，悪党仲間力苛ケイトの名を口にしているのを聞き，ニコラスはそ

の方を睨みつけている。背景の壁には大鏡の左右に『アラビアン・ナイツ」の情景が描か

れ，話の内容の好色性が示されている。炉棚上にはワインの価格表が立てられている。B

とCは同じ,A,Dは違い,3枚だが，ハットンの表では2．

第21図「ラルフの事務所でのマンタリーニ夫妻｣。借金で動きがとれなくなったマンタ

リーニ氏力苛ラルフの事務所で僅かな金を借りようとしている。ラルフはうしろ手に組み厳

しい顔をして，相手の弱味につけこもうとしている。夫人はハンカチを手に，夫の不始末

を訴え，その後方でマンタリーニ氏は大げさに嘆き悲しんでいる。その様子を戸のガラス

窓越しにニューマンカ：見ている。本文にはない力苛，金貸しの事務所らし<,@INTEREST

TABLE'力ざ壁に張ってあり，大判の6LEDGER'力訂立てかけてあり,(DEED'と書かれた書

類の束が開き戸棚に見える。@MOR…(抵当)'は逆書きになっている。AとBとDが同じ，

Cは違う。ハットンの表も2．

第22図｢ニコラスの知らせに嘆くケンウイッグズ氏｣。ニコラスがケンウイッグズ家の伯

父と女優との結婚を知らせると自分の娘たちへの遺産を望めなくなったケンウイ､ソグズ氏

は椅子から飛び上って立ち，大いに嘆きゥ4人の娘たちもけいれんを起したり，大声でわ

めき始める。乳母もいっしょになって怒鳴る。ニコラスと同席の医者はなすすべもなく見

ている。炉棚の置物の猫と鶏はその様子をあきれて横目で見ている。暖炉の上の鏡の上に

差した2本の孔雀の羽根も壁の目となって見下している。これはまた不運の象徴である。

AとDは同じ,BとCは違い，計3枚に対し，ハットンは2としている。背景の綱に干さ

れた洗濯物や衣類の模様に少差があるだけで，本質的違いはない。

第23図「リンキンウォーター氏，ニコラスの採用に同意する｣。雇用主のチアリブル兄弟

のニコラス採用に対し，リンキンウォーター氏は心から同意する。チアリブル兄弟は腕を

組んで，立ち，脚高の椅子に坐って事務机に向っているリンキンウォーター氏が体を兄弟

の方に向けて話している。そばでニコラスカざ熱心に仕事をしている。頭上の鳥篭には一羽

の小烏がいる。やっと1人，身を置く場所ができたということであろう。リンキンウォー

ター氏は左手に羽根ペンを持っている。BとCが同じ,A,Dは違い，計3枚。ハットン

の表では2枚。

第24図｢双方ともに予期せぬ出合い｣。スマイクは上京した校長父子と街でばったり会っ

てしまい，校長には傘の柄で襟首をひっかけられ，息子には脚にしがみつかれた。スマイ

クは街燈の柱にかじりつき連れ去られまいとしている。作者はこの時のスマイクの表情に

篤ろきが足りないと不満を述べている。通りがかりの煉瓦職人が振り返り見て，また，毛

布にくるまつたもの売りもそれを見ている。作者は4oldAppleWoman'といっているが8)9
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第36図｢認知｣。長い年月の労苦とケイトヘの果せぬ恋はスマイクの心身をむしばみ，そ

の回復のためニコラスの故郷で療養してる。そこへアーサーカずちらりと姿を現わし，スマ

イクは彼こそ自分をヨークの学校へ連れて行った人であることを思い出す。その驚きの場

面，それによって，彼がラルフが捨てた子であることが判明する。スマイクは間もなくこ

の世を去る。AとCは同じ。B,Dは違うので3枚。ハ､ソトンでは2．

第37図｢マンタリーニ氏のなれの果て｣。結婚したニコラス夫婦が街を歩き，ふと聞き慣

れた声を耳にし，ある洗濯屋の店をのぞくとマンタリーニ夫妻が相も変らず喧嘩の最中で

あった。(MANGLINGDONEHERE'の看板が入口横に小さく書かれている。その位置

は絵の構成上不自然な場所になっている。AとCは同じ,B,Dは違うので,3枚。ハッ

トンは2としている。なおAでは第20分冊の巻頭に合本の口絵の肖像が載せられているの

で第37番目の絵となっている。

第38図「ドゥザボーイ校の崩壊｣。校長の破滅がヨークの学校に伝わると生徒たちは校長

夫人，娘，息子に対し反抗し，大混乱となる。夫人に大さじをつきつけ，いつもされてい

たように食物を食べさせようとする者，息子を逆吊りにして，大鉢へ突込もうとしてる者，

娘を追って帽子をとる者，それを難し立てる者，解放を喜ぶ者などさまざまである。女性

用帽子が3つ描かれているのは勇み足である。AとC同じ,BとD同じで,2枚。ハット

ンも2枚。

第39図｢いとこの墓での子どもたち｣。巻末にケイトの5人の子が従弟スマイクの墓のあ

たりでたわむれ遊んでいる。背後には教会があり，空には白い雲を背景に烏力罫多数舞い飛

んでいる。まさに，のどかな大団円の情景である。A,B,C同じ。Dは違う。ハットン

も2としている。

以上のように,39の主題に対し，2，3枚,時には4枚といった別版があるが,「ピクウイッ

ク遺文集』と違って，この作品では構図の差違はあまりない。

3

「ニコラス・ニクルビィ』の挿絵として無視できないのは，月刊分冊の表紙絵である。

これは第一分冊から使われたので，第一分冊の挿絵とほとんど同時に製作されたと考えね

ばならない。T.ハツトンには4Electrofromtheoriginal/woodcutafter$Phiz'としてい

る。スタイグはブラウンが製作した7つのうちの1つとしている。』．A・ハマートンも

dfromadesignbyPhiz'としているのでブラウンの案と考えてよかろう。そうすれば彼に

とっては表紙絵の初めてのものである。後のものと比べると物語の内容を伝える点では弱

く，その一部を暗示しているにすぎない。

ブラウンは題字をシーモーの『ピクウイック遺文集』をまねて木の枝のブロックで組ん






